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平 成 16 年 6 月 9 日

地震調査研究推進本部

地 震 調 査 委 員 会 
 

 

鴨川低地断層帯の評価 

 

 

 鴨川低地（かもがわていち）断層帯は、房総半島南部の千葉県鴨川市から安房（あ

わ）郡富山（とみやま）町にかけてほぼ東西に延びる断層帯である。ここでは平成

10－12 年度に千葉県によって実施された調査をはじめ、これまでに行われた調査研

究成果に基づいて、この断層帯の諸特性を次のように評価した。 

 

１．断層帯の位置及び形態 

 鴨川低地断層帯は、千葉県鴨川市から安房郡和田町、丸山町、三芳（みよし）村を

経て富山町に至る鴨川地溝帯南断層、及び、本断層と併走する複数の小断層からなる。

長さは概ね 25km で、東西方向に延びており、断層の南側が北側に対して相対的に隆

起する断層帯である（図１，２及び表１）。 

 

２．断層帯の過去の活動 

 鴨川低地断層帯では、過去の活動に関する資料が乏しく、具体的な活動履歴につい

ては明らかにされていない。 

 

３．断層帯の将来の活動 

鴨川低地断層帯は、活断層である証拠に乏しく実体が不明確であるが、仮に全体が

１つの区間として活動する場合、発生する地震規模はマグニチュードが概ね 7.2 で、

そのときの上下変位量は概ね２ｍとなる可能性がある（表１）。本断層帯の最新活動

後の経過率及び将来このような地震が発生する長期確率は不明である。 

 

４．今後に向けて 
鴨川低地断層帯に関しては、活断層であるかどうかの確実な証拠に乏しく、活断層

としての存在そのものについて疑問視した調査結果も報告されている。よって、今後、

本断層帯の活動時期や活動性に関する確実な資料を得る必要がある。 
また、鴨川沖の海底に認められている活断層帯については、別途その位置・形態や

活動の可能性を解明するとともに、本断層帯との関連に関しても明らかにする必要が

ある。 

付録６－10　 
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図１ 鴨川低地断層帯の概略位置図

   （長方形は図２の範囲） 
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図２ 鴨川低地断層帯の位置と主な調査地点 
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表１ 鴨川低地断層帯の特性 

項 目 特  性 信頼度 
(注１) 

根 拠 
（注２） 

１．断層帯の位置・形態 

 (1) 断層帯を構成す

る断層 
鴨川地溝帯南断層  文献１、３による（説

明文 2.参照）。 

 地表における断層帯の位置・形状   

 

(2) 断層帯の位置・

形状  断層帯の位置  文献２による。 

    （東端）北緯 35°05′東経 140°06′ 
  （西端）北緯 35°04′東経 139°50′ 

△ 
△ 

位置及び長さは図２

から計測。 

   長さ     概ね 25km △  

  地下における断層面の位置・形状   

   長さ及び上端の位置 地表での長さ・ 
位置と同じ 

△ 
 

上端の深さが 0kmで

あることから推定。 

   上端の深さ  ０km 
一般走向   E－W 
 

         

△ 
△ 

 

 
一般走向は、断層の

両端を直線で結んだ

方向（図２参照）。 

   傾斜     不明   

  幅      不明  地震発生層の深さの

下限は 15km 程度。 
 

(3) 断層のずれの向

きと種類 
南側隆起の断層 

 
△ 

 
文献１、２、４など

による。 

２．断層帯の過去の活動 

 (1) 平均的なずれの

速度 
不明   

(2) 過去の活動時期 不明   

 (3) １回のずれの量

と平均活動間隔 
１回のずれの量 概ね２m（上下成分） 
 
平均活動間隔  不明 

△ 
 

 

断層の長さから推定。 
 

 (4) 過去の活動区間 活動区間    断層帯全体で１区間 
 

△ 
 

断層の位置関係・形

状等から推定。 

３．断層帯の将来の活動 

 (1) 将来の活動区間

及び活動時の地

震の規模 
 
 

活動区間    断層帯全体で１区間 
 
地震の規模   マグニチュード概ね 7.2 

 
ずれの量    概ね２m（上下成分） 

△ 
 

△ 
 

△ 

断層の位置関係・形

状等から推定。 
断層の長さから推定。 
 
断層の長さから推定。 
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注１：信頼度は、特性欄に記載されたデ－タの相対的な信頼性を表すもので、記号の意味は次のとお

り。 

◎：高い、○中程度、△：低い 

注２：文献については、本文末尾に示す以下の文献。 

文献１：活断層研究会編（1991） 

文献２：中田・今泉編（2001） 

文献３：中嶋ほか（1981） 

文献４：宍倉ほか（1999） 
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（説明） 

 

１．鴨川低地（かもがわていち）断層帯に関するこれまでの主な調査研究 

鴨川低地断層帯付近には地溝状の地形が発達しており、山崎（1925）により“加茂川地溝帯”

と命名され、その南北境界部に断層の存在が指摘された。ただし、これらの断層の一部は、組織

地形であるという解釈（大塚, 1929）も同じ時期にあった。 

その後、村井・金子（1973, 1975, 1976）は、空中写真判読により鴨川低地断層帯の断層地形の

概略を記載し、断層の分布を図示した。また、村井・金子（1975, 1976）は、“加茂川地溝帯”の

両端を限る断層を、それぞれ鴨川地溝帯北断層と鴨川地溝帯南断層と呼称した。このうち、鴨川

地溝帯北断層に関しては、村井・金子（1975, 1976）が最近の活動を示す地形が見出されないと

したほか、中嶋ほか（1981）においても、その多くが組織地形であるとしている。一方、鴨川地

溝帯南断層については、貝塚ほか（1977）が、丸山川沿いの段丘面の変位から活動度をＢ級（注

３）とし、断層露頭の存在を報告した。また、中嶋ほか（1981）は、鴨川地溝帯南断層に関して、

幾つかの断層地形を指摘したうえで、南上がり B 級の活断層としている。そして、寒川ほか（1982）

は、鴨川地溝帯南断層を横切る平久里（へぐり）川沿いの段丘群に累積変位が認められるとした。 

活断層研究会編（1980, 1991）はこれらの研究を総括した形で、鴨川地溝帯北断層、鴨川地溝

帯南断層をともに活動度 A－B 級の断層として図示している。また、中田・今泉編（2002）は、

鴨川地溝帯北断層の大部分を推定活断層、鴨川地溝帯南断層を活断層として図示した。 

本断層帯の第四紀の特性に関する詳細な研究としては、宍倉ほか（1999）、千葉県（1999, 2000, 

2001）、宮内ほか（2003）等がある。宍倉ほか（1999）は、鴨川低地断層帯を横切る幾つかの河

川沿いの段丘について検討を行い、本断層帯の活動性について推定している。一方で、千葉県

（2001）及び宮内ほか（2003）は、鴨川低地断層帯に沿う幾つかの地域において、反射法弾性波

探査、トレンチ調査及びボーリング調査等を実施した結果、活断層の存在を示す証拠は得られな

かったとした。 

なお、房総半島南部には、大正関東地震（1923 年）や元禄関東地震（1703 年）といった地震

時の隆起により形成されてきたと考えられている海成段丘（沼面）が発達している（横田, 1978；

中田ほか, 1980；宍倉, 1999, 2000；宍倉ほか, 2001 など）。熊木（1988）は、大正関東地震と元禄

関東地震の隆起量から完新世最高位旧汀線高度を計算し、実際の沼面の高度と比較した結果、鴨

川地溝帯に沿った地域に負の残差が生じ、これは鴨川低地断層帯の活動に起因する可能性がある

としている。 

海域に関しては、岩淵ほか（1997）が、房総半島の東京湾側において音波探査を行い、鴨川地

溝帯に連続する顕著なリニアメントは検出されなかったとした。一方、海上保安庁水路部（1984）

は、鴨川東方海域の音波探査の結果から、この海域に分布するⅡk 層（更新統下総層群相当）を

切る断層を図示している。 

 

２．鴨川低地断層帯の評価結果 

 鴨川低地断層帯は、房総半島南部を東西に横切る断層帯である。本断層帯は、従来、鴨川地溝

帯北断層と鴨川地溝帯南断層からなり、全体として幅６－７km の地溝帯を形成するとされてき

た（活断層研究会編, 1991 など）。ただし、このうち、鴨川地溝帯北断層の東部－中部にあたる鴨

川市太田学（おおたがく）から鴨川市古畑にかけての９km 程度の区間は地質断層が確認されず、
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地形の高度差は新第三系中新統－鮮新統の差別浸食により形成されたとの指摘がある（中嶋ほか, 

1981 など）。この区間を除くと、鴨川地溝帯北断層は、西側約 14km と東側約８km の２つの断層

に分かれるため、いずれも単独では地震調査研究推進本部（1997）による基盤的調査観測の基準

（長さ 20km）に満たない。よってここでは、鴨川地溝帯北断層に関しての詳しい評価は実施し

ないこととし、鴨川地溝帯南断層のみを鴨川低地断層帯として評価することとした（図３）。 

 なお、鴨川低地断層帯に関しては、千葉県（2001）及び宮内ほか（2003）では、横断河川沿い

の完新世段丘の累積変位などが確認できなかったことなどから、活断層が存在する可能性は低い

としている。しかし、第四紀あるいは過去数十万年以降に繰り返し活動した可能性に関しては否

定されていない（宍倉ほか, 1999；活断層研究会編, 1991；中田・今泉編, 2002 など）ことから、

ここでは鴨川低地断層帯を活断層として扱う。 

また、鴨川沖には、鴨川海底谷・江見海底谷と勝浦海底地溝に沿って、西北西－東南東に延び

る規模の大きな活断層が存在し、最も陸域に近い測線等では上部－中部更新統を切ることが確認

されている（棚橋・本座, 1983；海上保安庁水路部, 1984）。ただし、これらは存在の確実性等を

考慮すると、活断層としての実体が不明確な鴨川低地断層帯とは活動性にも有意な相違があると

考えられ、今後、これらが鴨川低地断層帯の活動を契機として動く可能性は考えにくい。よって、

ここでは海域の活断層帯に関しては詳細な評価は実施しないこととした。 
 

２．１ 鴨川低地断層帯の位置及び形態 

（１）鴨川低地断層帯を構成する断層 

 鴨川低地断層帯は、房総半島南部の千葉県鴨川市太海（ふとみ）から安房（あわ）郡和田町、

丸山町、三芳（みよし）村を経て富山（とみやま）町岩井に至る鴨川地溝帯南断層、及び、本断

層に併走する複数の小断層からなる（図１、２）。本断層帯のほぼ中央には、鴨川地溝帯南断層の

南側３km程度に西北西－東南東方向に長さ約８kmの推定活断層が分布する（中田・今泉編, 2002）。

なお、本断層帯の西端は東京湾に達するが、延長部に相当する断層は本海域には存在しない（岩

淵ほか, 1997）。 

本断層帯の位置・形態は、活断層研究会編（1980, 1991）、中田・今泉編（2002）などに示され

ており、細かい差異はあるものの概ね一致する。また、これらに示された断層線と、地質学的に

推定されている断層線の位置（中嶋ほか, 1981；鈴木ほか, 1990）も概ね一致する。 

ここでは、本断層帯の位置は中田・今泉編（2002）に基づいた。また、断層の名称は活断層研

究会編（1991）によった。 

 

（２）断層面の位置・形状 

 鴨川低地断層帯の長さ及び一般走向は、図２に示された断層の東端と西端を直線で結ぶと、概

ね 25km、E－W となる。 

 断層面上端の深さは、地表で変位地形や地層分布のずれが認められるとされることから、０km

とした。 

 断層面の傾斜に関しては、評価できる調査結果は得られていない。なお、貝塚ほか（1977）は、

第三紀層中で南傾斜 80°の断層露頭を報告している。 

 地震発生層の下限の深さは、後述するように 15km 程度と推定されるが、断層面の傾斜が得ら

れていないため、断層面の幅は不明である。 
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（３）断層の変位の向き（ずれの向き）（注４） 

 活断層研究会編（1980, 1991）及び宍倉ほか（1999）に示された完新世段丘群の断層変位地形

や南側で狭まる谷幅の不連続などから、鴨川低地断層帯は南側隆起を主体とする断層である可能

性がある。 

 なお、本断層帯東部の鴨川市宮－古房（ふるぼう）付近では、20m 程度の河川の右屈曲が認め

られる（中田・今泉編, 2002）。ただし、この他に、周囲に右横ずれ変位を示す地形は確認されて

いないことから、ここで示された屈曲地形は系統的なものとはいえない（宍倉ほか, 1999；千葉

県, 2001 など）。 
 
２．２ 鴨川低地断層帯の過去の活動 

（１）平均変位速度（平均的なずれの速度）（注４） 

 本断層帯では、平均変位速度として評価できる資料は得られていない。 

なお、活断層研究会編（1991）は、山地高度が断層帯の南側で直線的に 200m 高くなることな

どに基づき、鴨川低地断層帯の活動度を A－B 級としている。ただし、これらの高度不連続は、

千葉県（2001）などのように、岩質の違いによって生じた差別浸食地形とする意見もある。この

ように、断層の活動度に関しても詳細は不明である。 
 

（２）活動時期 

ａ）地形・地質的に認められた過去の活動 

本断層帯の活動履歴については、評価できる資料が得られていない。 

なお、宍倉ほか（2001）では、房総半島の東西両岸に分布する７千年前頃の完新世最高位旧汀

線について検討を行い、旧汀線の分布高度には鴨川低地断層帯を挟んで有意な不連続が認められ

ないとしている。ただし、これらの地点は本断層帯東西の末端部に位置し、必ずしも本断層帯の

活動を示すものとはいえない。また、宍倉ほか（1999）では、富山町平久里下（へぐりしも）の

平久里川沿いで、完新世に形成された複数の段丘面に断層を挟んで累積変位が認められるとして

いるが、千葉県（2001）及び宮内ほか（2003）では、段丘堆積物、またその基盤に変位を認める

ことはできなかったとしている。ただし、これらの調査は、同地区で宍倉ほか（1999）が推定し

た断層線を直接の対象として実施されたものではないこと、Ⅱ面で実施されたボーリング結果を

みると宍倉ほか（1999）の段丘対比と整合的であることなどから、宍倉ほか（1999）を完全に否

定できない可能性がある。 

このように、段丘群の変位についても、検討に用いることのできる明確な調査結果は得られて

いない。 

 

ｂ）先史時代・歴史時代の活動 
 宇佐美（2003）によると、本断層から発生したと考えられる被害地震の記録は無い。 

 なお、貝塚ほか（1977）によると、1923 年の大正関東地震では、鴨川低地断層帯西端の寿楽寺

南方（富山町岩井）において、本断層帯付近の水田で「10 枚の田に北落ち落差約１ｍの段差」が

生じたとされているが、本断層帯の活動との関係は不明である。また、同地震では、本断層帯の

南方５－７km において、概ね東西方向で長さ６km、北落ち１m の地震断層（延命寺地震断層）
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が生じている（上治, 1923 など）。 

 

（３）１回の変位量（ずれの量）（注４） 

 鴨川低地断層帯は長さが概ね 25km の可能性があることから、松田（1975）の経験式（１）、（２）

を用いると、断層帯全体における１回の活動に伴う上下変位量は 2.0m と計算される。用いた経

験式は、次の式である。ここで、Ｌは１回の地震で活動する断層の長さ（km）、M はその時のマ

グニチュード、Ｄは１回の活動に伴う変位量（m）である。 

      LogＬ ＝ 0.6M－2.9      (１) 

      LogＤ ＝ 0.6M－4.0      (２) 

 

以上の検討から、１回の活動に伴う鴨川低地断層帯の上下変位量は概ね２m であった可能性が

ある。 

 

（４） 活動間隔 

鴨川低地断層帯では、活動時期、平均変位速度などが求められていないため、平均活動間隔を

求めることができない。 

 

（５）活動区間 

鴨川低地断層帯では、構成する断層がほぼ連続的に分布することから、松田（1990）の基準に

基づけば、全体が１つの区間として活動した可能性がある。 

 

（６）測地観測結果 

 本断層帯周辺における 1994 年までの 10 年間の測地観測結果では、南北方向から北西－南東方

向の縮みと、南部において北東－南西方向の伸びが見られる。最近５年間の GPS 観測結果では、

ほぼ南北方向の縮みが見られる。 

 

（７）地震観測結果 

 本断層帯周辺の地震活動は低調であることから、地震活動から地震発生層の下限の深さを推定

することはできない。しかし、本断層帯の下でのフィリピン海プレートの上面の深さはIshida

（1992）によると約15kmであるため、地震発生層の下限の深さも15km程度と推定される。 

 

２．３ 鴨川低地断層帯の将来の活動 

（１）活動区間と活動時の地震の規模 

 鴨川低地断層帯全体が１つの活動区間として活動する場合、前述の経験式（１）に基づくと、

発生する地震規模はマグニチュードが概ね 7.2、そのときの上下変位量は概ね２ｍとなる可能性

がある。 

 

（２）地震発生の可能性 

本断層帯では、過去の活動履歴が求められていないため、将来における地震発生の可能性は不

明である。 
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３．今後に向けて 

 鴨川低地断層帯に関しては、活断層であるかどうかの確実な証拠に乏しく、活断層としての存

在そのものについて疑問視した調査結果も報告されている。よって、今後、本断層帯の活動時期

や活動性に関する確実な資料を得る必要がある。 

また、鴨川沖の海底に認められている活断層帯については、別途その位置・形態や活動の可能

性を解明するとともに、本断層帯との関連に関しても明らかにする必要がある。 

 

注３：活断層の活動の活発さの程度を活動度（松田, 1975）と呼ぶ。 

・ 活動度がＡの活断層は、１千年あたりの平均的なずれの量が１ｍ以上、10ｍ未満であるもの

をいう。 

・ 活動度がＢの活断層は、１千年あたりの平均的なずれの量が 0.1ｍ以上、１ｍ未満であるも

のをいう。 

・ 活動度がＣの活断層は、１千年あたりの平均的なずれの量が 0.01ｍ以上、0.1ｍ未満である

ものをいう。 

 

注４：「変位」を、１頁の本文及び４頁の表１では、一般にわかりやすいように「ずれ」という言葉で

表現している。ここでは専門用語である「変位」が、本文や表１の「ずれ」に対応するもので

あることを示すため、両者を併記した。以下、文章の中では「変位」を用いる。なお、活断層

の専門用語では、「変位」は切断を伴う「ずれの成分」と、切断を伴わない「撓（たわ）みの成

分」よりなる。 
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図３ 鴨川低地断層帯の評価において考慮した断層 
断層の位置は中田・今泉編（2002）に基づく． 

鴨川低地断層帯は,従来,鴨川地溝帯北断層と鴨川地溝帯南断層からな

り,全体として幅６－７ km の地溝帯を形成するとされてきた（活断層

研究会編，1991 など）.このうち,鴨川地溝帯北断層については,鴨川

市太田学－鴨川市古畑にかけての約９ km 区間は,中嶋ほか（1981）等

に基づいて活断層ではないと判断し，図３には同区間のトレースを表

示していない（評価文２．参照）． 
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